
 

 

 

   

 

 今回は運動会を終えて感じたことを書いてもらった作文の中から、ぜひみなさんにも読んでほしい

ものをいくつか紹介します。まずは開会式、閉会式、部活動対抗リレーなど、たくさん演奏で盛り上

げてくれたこの方から。重たいスーザフォンを力強く吹き、演奏を下から支えていましたね。題して

「息の合った足並み」  

 今年の運動会は中学校生活最後で１、２年のときの集大成となるような運動会でした。  

 最近ではコロナの影響も少なくなり、冷水機を直接飲むことができたり応援席が奥になったり、マ

スクがはずせたりとさまざまなことがいつも通りに戻った運動会でした。 

 事前準備では学校全員が協力し色々な係に分かれて準備していて、もうそれだけで満足していた自

分もいました。僕は演奏係だったのでみんなの前に出ても恥じないように練習をしていました。係か

いのときには６時間目から６時半まで練習するときもあったけれども、そのおかげで一年生から三年

生まで一緒に楽しく演奏ができました。 

 競技では全種目全力で協力して行うことができました。全員リレーでは最

下位からみんなの努力と応援で見事１位になれました。僕のところでまた抜

かされてしまったけれども、  くんや  くんのおかげで勝つことができ

ました。 

 クラスのみんなで息を合わせるムカデでは、練習の時はすごく転んで女子

にはぼろ負けだったけれどもだんだん息が合ってきて本番では１回も転ぶ

ことなく１位でゴールできました。もちろん女子の安定した走りで他クラス

と差をつくってくれたので男子は落ち着いて走ることができました。 

 大繩では残念ながら１位は逃してしまったけれども、連続で跳べたときの

うれしさ、楽しさは忘れられません。 

 今回の運動会は中学校最後ということで今までの十倍は楽しんでやろうと思っていたのですが、実

際にやってみて、二十倍楽しかったです。もちろん上手くいかない時もあったけれども、それを含め

てみんなとの仲も絆も深まったと思います。中学最後のクラスが３組でよかったです。 

 

 続いてムカデで先頭に立ってクラスの女子を引っ張っていたこの方。本番での息の合ったレースは

さすがでした。題して「３組で迎えられた最後の運動会」 

 「優勝は３組です！」後藤さんの声と同時に私達３－

３は立ち上がってお互いに喜び合った。青空で陽に照ら

されたその瞬間は、本当に青春だなぁと思った。「時は

お金で買えない」というようにこの経験は一度しかない

から、しっかりこの目で焼き付けた。 

 私達３組は本当にみんな仲が良くてお互い励まし合

えるクラスだ。学年種目の大ムカデや全員で跳ぶ大縄跳

び。そしてクラス全員でつなぐ全員リレー。３組は誰か

がミスをしても「何してんだと」とか怒ったりせず、お互いに「大丈夫？」「ゆっくりでいいよ！」と

優しく声をかけてくれる子がたくさんいた。ムカデの先頭をすることになった私は、とても心配で自

分にその役割が果たせるか不安だった。その気持ちが結果に出てしまったのか、大きく転んでしまっ

たときがあった。そんなとき、後ろにいたみんなの「大丈夫？ ケガない？」という声が私の心に響

いた。みんな笑顔で自分が立ち直るのを待ってくれていた。だから前を向いて走り続けることができ

たんだと思う。全員リレーでは学年練習のとき、いつも２組に負けていた３組は、  さんの誕プレ

に「優勝」をあげられるように最後までバトンを渡そうとみんなで誓った。 

 そして本番。  さんのスタートから３８人がバトンをつなぎ、最後のアンカー  さんがゴール

テープを１番に切った。その時は本当に感動した。何度も失敗し、その分立ち上がったときのことを

忘れずにみんなで団結した。結果は…優勝！ みんなで勝ち取ったこの「優勝」は思い出の１ページ

としてずっとずっと残っていくと思う。 

 私はこの最後の運動会を３組のみんなで迎えられて良かったと思う。どんなときもみんなで肩を組

んで１つになった運動会。それは私の中のずっと残って消えないものになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 学年だより 

令和５年  6 月５日 

 第２０号 
明日へ向かって 



大曽根先生、ありがとう 

 ３週間はあっという間に過ぎていき、５月１５日

（月）から教育実習生として社会科を担当していた 

   先生とお別れをしました。お別れの日の６時

間目は武道場で「隻腕の剣士」高宮敏光さんのドキュ

メンタリーを元に、努力をすることの大切さや進路

選択についての話をしてくれました。高宮さんの動

画を見て衝撃を受けた人も多かったと思います。特

に2006年全日本学生選手権（個人戦）3回戦での

関東学院大 3 年の林博城さんとの対戦の様子は凄ま

じいものでした。高宮さんは、「片手でもできる」のではなく「片手だからこそできる」というプラ

スの発想の転換によって、竹刀の握りを変えるという彼ならではの技を編み出したそうです。 

 その後の質問コーナーでは、様々な質問に対してざっくばらんに答えてくれました。「何か一発芸

はありますか？」との質問には特技の剣道を披露

してくれました。剣道部の  さんと３分間にわ

たる激闘を繰り広げました。  さんからのコメ

ントです。「ケガをしていて   先生との稽古が

できなかったので、今回できて良かったです」 

 最後には学年みんなからのメッセージと花束を  

 さんが贈呈し、    さんから生徒代表の素

敵なあいさつがありました。笑いあり涙あり？の

１時間でした。 

    先生からのメッセージを紹介します。「本当に３週間とても楽しかったです。それもみなさ

んが協力してくれようとしている感じがすごく伝わってきて、話しかけてくれたりして、とても楽し

くやらせてもらいました。私は小学校の先生になろうと思っていて、来月試験なので、日程的にも大

変だと思っていたんですが、３

週間終えてこれから教員になり

たいとさらに思ったし、教員に

なったあとでも糧
かて

となるような

充実した期間だったなと思いま

す。ありがとうございました」 

 

 

 

 

３週間の感謝の気持ちを込めて、 

お互いに礼 


